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電験オンライン塾

電験どうでしょう管理人

KWG presents

2021.10.30 Sat

電験学習者のための

第２回 交流回路
~ベクトルで解く交流回路（２）~
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電験三種で出題される交流回路

素子が2種類
→ベクトルで解く

ሶ𝑉
𝐿

ሶ𝐼 𝑅

ሶ𝑉
𝐶

𝑅ሶ𝐼

ሶ𝑉
𝑅ሶ𝐼

𝑍

ሶ𝑉
ሶ𝐼

ሶ𝑉
ሶ𝐼

ሶ𝑉
ሶ𝐼

𝐿𝑅

𝐶𝑅

𝑅 𝑍

ሶ𝑉
ሶ𝐼

𝐶
𝑅

𝐿

ሶ𝑉

𝐶

𝑅ሶ𝐼

𝐿

ሶ𝑉
ሶ𝐼

𝑅 𝐿 𝐶

Cによる力率改善
→複素数で解く

RLC直列/並列
→共振条件で解く
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各素子の電圧と電流の関係

抵抗𝑅
電圧と電流は同相

𝑂

𝐼𝑚

ሶ𝑉

ሶ𝐼

𝑅𝑒

ሶ𝑉 = 𝑉sin𝜔𝑡

ሶ𝐼 = 𝐼sin𝜔𝑡 =
𝑉

𝑅
sin𝜔𝑡

ሶ𝑉
ሶ𝐼
𝑅

コイル𝐿（誘導性リアクトル）
電圧は電流より進む
電流は電圧より遅れる

𝑂 ሶ𝑉ሶ𝐼 𝑅𝑒

ሶ𝑉 = 𝑉sin𝜔𝑡
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sin𝜔𝑡

ሶ𝑉
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𝑗𝜔𝐿

コンデンサ𝐶（容量性リアクトル）
電圧は電流より遅れる
電流は電圧より進む

𝑂 ሶ𝑉

ሶ𝐼

𝑅𝑒

ሶ𝑉 = 𝑉sin𝜔𝑡 ሶ𝐼 = 𝐼sin 𝜔𝑡 +
𝜋

2
= 𝑗𝜔𝐶𝑉sin𝜔𝑡
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H２５ 問９
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導出のポイント

抵抗の電流 →電流と電圧は同相

コイルの電流 →電流は電圧より遅れる

コンデンサの電流 →電流は電圧より進む

ሶ𝐼𝐶

𝑂

𝐼𝑚

𝑅𝑒
ሶ𝐼𝑅

ሶ𝑉

ሶ𝐼𝐿ሶ𝐼𝑅

𝜔𝐿 =
2

𝜔𝐶
→ 𝑋𝐿 = 2𝑋𝐶

𝑋𝐿 = 𝜔𝐿
𝑋𝐶 =

1

𝜔𝐶

𝑅 ≫ 𝜔𝐿 → 𝑅 ≫ 𝑋𝐿

並列回路でベクトルを描く場合
→電圧基準が描くやすい

𝐼𝑅 , 𝐼𝐿 , 𝐼𝐶を式で表す

𝐼𝑅 =
𝑉

𝑅
∼ 0

𝐼𝐶 =
𝑉

𝑋𝐶

𝐼𝐿 =
𝑉

𝑋𝐿
=

𝑉

2𝑋𝐶
=
𝐼𝐶
2

ሶ𝐼𝐿

ሶ𝐼𝐶
電流ベクトル
を合成

𝑂
𝑅𝑒

ሶ𝑉ሶ𝐼

正弦波で
表現

𝑡

ሶ𝐼 ሶ𝑉
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H２５ 問９
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H２７ 問8
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導出のポイント

ሶ𝑉𝑅

ሶ𝑉𝑋

抵抗の電圧
→電圧と電流は同相

コイルの電圧
→電圧は電流より進む

ሶ𝐸 = 100 V
𝑋

ሶ𝐼 = 5 A

𝑅 = 10 Ω

𝑂

𝐼𝑚

𝑅𝑒ሶ𝐼 ሶ𝑉𝑅

ሶ𝑉𝑋

ሶ𝐸

有効電力を求める
𝑃 = 𝑅𝐼2 = 10 × 52 = 250 W

有効電力とは抵抗で発生する電力
従って抵抗に流れる電流、または抵抗で発生する電圧から求められる

𝑃 = 𝑅𝐼𝑅
2 =

𝑉𝑅
𝑅

（別解）

𝑉𝑅 = 𝑅𝐼 = 10 × 5 = 50 V

𝑃 =
𝑉𝑅
2

𝑅
=
502

10
= 250 W

（参考）ベクトル図と電力の関係

𝑄 = 𝑉𝑋𝐼

𝑃 = 𝑉𝑅𝐼

𝑆 = 𝐸𝐼

𝐸, 𝑉𝑅 , 𝑉𝑋を
𝐼倍すると

有効電力

無効電力

皮相電力
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H２７ 問8
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H２４ 問8



Copy right © 電験どうでしょう 11

導出のポイント

ሶ𝑉𝑅

ሶ𝑉𝑋

電圧と電流の関係

𝑂

𝐼𝑚

𝑅𝑒ሶ𝐼 ሶ𝑉𝑅

ሶ𝑉𝑋

ሶ𝐸

有効電力を求める

𝑃 = 𝑆2 − 𝑄2 = 20002 − 12002 = 1600 W

各電力を式で表す

𝑆 = 𝐸𝐼 = 200 × 10 = 2000 VA
𝑄 = 1200 var
𝑃 = 𝑉𝑅𝐼 = 𝑅𝐼2

𝑄 = 𝑉𝑋𝐼

𝑃 = 𝑉𝑅𝐼

𝑆 = 𝐸𝐼

有効電力

無効電力
皮相電力

𝑄 = 1200 var

各電力の関係 抵抗𝑅を求める

𝑃 = 𝑅𝐼2 → 𝑅 =
𝑃

𝐼2
=
1600

102
= 16 Ω
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H２４ 問8
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H２３ 問８
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導出のポイント

𝐼𝑅

ሶ𝐼

𝐼′ = 50 A

力率0.6 → cos𝜃 = 0.6となる角度
→３：４：５の直角三角形

誘導性負荷→抵抗とコイルの直列負荷
→電流は電圧より遅れる

スイッチを閉じるとだけ電流 ሶ𝐼𝑅が増える
ሶ𝐼′ = ሶ𝐼 + ሶ𝐼𝑅

𝑂

𝐼𝑚

𝑅𝑒

ሶ𝐼𝑅𝑀ሶ𝐸

ሶ𝐼𝐼𝑀

𝐼 = 37.5 A

⑤

③

④

𝐼 = 37.5 A

𝐼𝑅𝑀 =
3

5
𝐼 = 22.5 A

𝐼𝐼𝑀 =
4

5
𝐼 = 30 A

𝐼 = 37.5 A 𝑂

𝐼𝑚

𝑅𝑒

ሶ𝐸

ሶ𝐼𝑅

ሶ𝐼′

𝐼′
2
= 𝐼𝑅𝑀 + 𝐼𝑅

2 + 𝐼𝐼𝑀
2 = 502

22.5 + 𝐼𝑅
2 + 302 = 502

22.5 + 𝐼𝑅
2 = 1600 = 402

22.5 + 𝐼𝑅 = 40 → 𝐼𝑅 = 17.5 A

𝑅 =
𝐸

𝐼𝑅
=
140

17.5
= 8 Ω

𝜃

ሶ𝐼

ሶ𝐼𝐼𝑀
𝜃

ሶ𝐼𝑅𝑀
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H２３ 問８
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ご聴講ありがとう
ございました！！


